
沿岸から沖合にすむ魚類	
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カサゴ  Sebas&scus	
  marmoratus	
  (Cuvier,	
  1829)	
  （スズキ目メバル科） 高知県大月町勤﨑	




海産魚のグループ分け	


• 沿岸の底生性	
  
• 沿岸の遊泳性（表層~底層）	
  
• 沿岸から沖合の表層性	
  
• 沖合の中深層性　	
  
• 沖合の深海底生性	


回遊：産卵域，成育域，季節的な移動など	
  
鉛直移動：日周，季節，生活史	




F1南方浅海の底魚・根魚・磯魚の汚染度が高い	


マコガレイ（カレイ目カレイ科）	
ヒラメ（カレイ目ヒラメ科）	


アイナメ（スズキ目アイナメ科）	


セシウム濃度が高い魚種でも低下傾向が見られるが，個体ごとにばらつ
きが大きい．	


シロメバル（スズキ目メバル科）	


写真の上左は上野・坂本（2005），上右は小西（2007），下２つは尼岡ほか（1995)より	




沿岸の底魚　放射性汚染度はゆっくり低下　	


水深20~100mの砂泥底	
  
日本周辺と東アジアに	
  
分布する	
  
全長50cm程度まで成長	


コモンカスベ（ガンギエイ目ガンギエイ科）	
  
Okamejei	
  kenojei	
  (Müller	
  and	
  Henle,	
  1841)	


図は根本ほか(2013） 福島水試研報16号より	
  写真は尼岡ほか（1995)北日本魚類大図鑑より	




FRAニュース，Vol.4,	
  2005.	
  10より	


サンマの分布と回遊の想定図	


ただし，越冬期や沖合域の分布回遊については，断片的な情報から推測	


Cololabris	
  saira	
  (Brevoort,	
  1856)	

寿命は2年程度，体長	
  30cm	
  
早熟，最短半年で産卵	




カツオ（スズキ目サバ科）	


Katsuwonus	
  pelamis	
  (Linnaeus,	
  1758)	


FRAニュース，Vol.	
  34,	
  2013.3	
  より	




カツオは3大洋に広く分布	


FRAニュース，Vol.	
  34,	
  2013.3	
  より	


1)	
  産卵は表面水温	
  24℃以上の水域	
  
2)	
  産卵域が広く，期間が長い	
  
3)	
  1年で45cm,	
  2年で60cm,	
  最大で1m	
  
4)	
  雌は1年で成熟し，世代交代が早い	
  
5)	
  寿命は6歳以上	
  
6)	
  食性は多様（何でも食べる）	
  



FRAニュース，Vol.	
  34,	
  2013.3	
  より	


日本周辺でのカツオの回遊と漁場	




クロマグロ（スズキ目サバ科）	

Thunnus	
  orientalis	
  (Temminck	
  and	
  Schlegel,	
  1844)	
  	


最大全長	
  3	
  m	
  
1歳で全長52cm，体重	
  2.9	
  kg	
  
13歳で全長243cm,	
  体重	
  260	
  kg	
  	


FRAニュース，Vol.	
  8,	
  2006.10	
  より	
写真は小西英人（2007）遊遊さかな大図鑑より	


産卵場	
  
南西諸島（４月~７月）	
  
日本海（６月~８月）	
  
成熟開始年齢	
  	
  
雌　3歳	




日本周辺のクロマグロ漁場	


FRAニュース，Vol.	
  8,	
  2006.10	
  より	
写真は小西英人（2007）遊遊さかな大図鑑より	




東北ではよく食べられる「ドンコ」とは？	


「ドンコ」は地方名	


標準和名では「エゾイソアイナメ」	




福島県水産試験場の調査報告	




伊藤・西宗（2013）魚類における放射性セシウムの局在性に
ついて（短報）福島水試研報，(16):	
  115–117.	


　底生性魚類のうち，エゾイソアイナメ，マダラ，キアンコウ，
ヒラメ，ババガレイ，イシガレイ，マガレイ，マコガレイの8種
を調査した．	


水深数mから200m以深にも出現する	


大陸棚浅海域	
  
函館以南の太平洋岸	




日本周辺のタラ科3種	

マダラ Gadus	
  macrocephalus	
  Tilesius,	
  1810	


スケトウダラ Gadus	
  chalcogrammus	
  Pallas,	
  1814	


最大全長	
  100	
  cm	


最大全長	
  80	
  cm	


最大全長	
  55	
  cm	


コマイ Eleginus	
  gracilis	
  (Tilesius,	
  1810)	


写真は尼岡ほか(1995）より	




スケトウダラ（タラ目タラ科）	


図は北海道釧路水産試験場調査部ウェッブページより	


スケトウダラ Gadus	
  chalcogrammus	
  Pallas,	
  1814	


写真は尼岡ほか(1995）より	


通常水深	
  30-­‐400	
  m	
  に生息	
  
3-­‐4年で成熟，全長30-­‐38	
  cm	
  
寿命は14-­‐15歳，全長	
  80	
  cm	




伊藤・西宗（2013）	
  
つづき…	
  マダラ	


写真は上野・坂本（2005）新版 魚の分類の図鑑より	




キアンコウ（アンコウ目アンコウ科）	


平凡社 日本動物大百科６魚類より	


Lophius	
  litulon	
  (Jordan,	
  1902)	
 最大体長	
  1.5	
  	
  mに達する	




　今回測定した肝臓，卵巣，精巣等の魚類の筋肉以外の部位の
放射性セシウム濃度は，原発事故後の放射性セシウム濃度が高
い状況においても筋肉より低い傾向にあることが明らかとなった．
このことから，筋肉によるモニタリングを行うことで，内臓等につい
ての安全も確保できると考えられる．　＊論文の文章そのまま掲載	


伊藤・西宗（2013）魚類における放射性セシウムの局在性に
ついて（短報）福島水試研報，(16):	
  115–117.	




アクアマリンふくしまの“メヒカリ”（アオメエソ）水槽	
  	
  
2010年3月21日 第５回めひかりサミット時に撮影	
  

アオメエソ（ヒメ目アオメエソ科）	


Chlorophthalmus	
  albatrossis	
  Jordan	
  and	
  Starks,	
  1904	




標準和名はアオメエソ（地方名は“目光り”	
  ）	


八戸以南の太平洋岸沖，新潟以西の日本海沿岸沖の日本周辺
から台湾，九州-­‐パラオ海嶺，ニューカレドニア，ニュージーランド
周辺に分布	
  
水深50~600ｍの大陸棚縁辺から斜面上部に生息する	


土佐湾の水深200ｍで採集	
体長は15cmほど	


英名は	
  Green	
  eye	
Chlorophthalmus	
  albatrossis	
  Jordan	
  and	
  Starks,	
  1904	




東京新聞	
  TOKYO	
  Web	
  より	


「メヒカリ」はいわき市の魚（2001.10に制定）	


福島県水試の環境放射線モニタリングでは，
「不検出あるいは非常に低い傾向にある」	


2014.5.8	




福島県水産試験場の調査報告	




福島県沿岸の放射能汚染の現状は…	


•  現在も福島第1原発（F1）から放出中?だが，量は激減?	
  
•  F1南方沿岸沖の海底土の汚染度は，水深	
  50	
  m以浅では
依然として高いが，北側は低い傾向にある	
  

　★南側の底魚，根魚，磯魚の値は高い傾向で，種や個体に
より程度は異なる．全体的に減少傾向にあり，出荷制限は
11種に減少（2017.5.1）	
  

•  海底にも汚染度の高いホットスポットがある	
  
　★セシウム濃度の高い魚種の採集場所は，いつも同じ	
  
•  海水の汚染度は下がり，F1から離れると被検出（ND）	
  
　★シラスやコウナゴやホッキガイ，アワビはほぼND	
  
•  カツオなど回遊魚，キチジやメヒカリの深海底魚，甲殻類，
イカタコ類，貝類，ナマコ類はNDか非常に低い傾向にある	
  

　★沖合の海底土の汚染度は，まだ非常に低い	
  

	
  
	




E N D 

お疲れさま！	


第4回 『福島原発事故を考える』	
  
河川や海洋の放射能汚染と生物	



